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摘要 :住民による自主的な緑化活動が積極的に展開されていくためには,地 域におけるリーダーの役

割が大きく,そ の人材育成の必要性が高まつているが そ の育成活動が実効を上げるためには,まず】

その育成教育を受けたいと希望している人材が持つている問題意識やそれに根ざした学習希望内容等

を把握することが不可欠である。そこで,本 研究では兵庫県が開設した地域における緑化活動推進の

リーター養成講座の受講希望者に対するアンケー トを行い,受 講を希望してきた背景や受講にあたっ

ての意識を明らかにすることを試みた。その結果,年 齢,ま ちづくり活動等への参加経験の有無等の

属性により、受講希望の理由が大きく異なり、それにしたがって学習したい項目も異なってくること,

それらの関係にはいくつかの一定のパターンがあること,特 に,男 性で定年周辺の年代にその特徴か

頭著に表れること,な どが明らかになった。

1 は じめに

都市の総合的な緑化推進のためには,都 市域の過半を占める民

有地における地域住民の自主的な緑化活動の役割が重要である。

このため,各 地において住民の緑化意識の高揚のため,各 種の講

座や緑化のイベントなど取り組みが行われてきている。

しかし,住 民による緑化活動を積極的に展開するためには,地

域におけるリーダーの存在が大きく影響し,「住民の自主的参加

型の緑化活動の成否は,す べてリーダーあるいはイニシアティブ

グループの存在如何にかかっている。」とし,「住民参加組織育成

のためには,生 涯教育機関等において核集団となりうる人材の育

成が必要」とする研究結果もある
1)。

このため, このようなリーダーの存在の重要性を認識し,い く

つかの地方公共団体で, リーダー養成を目的とした取り組みが行

われてきているところであり, 自らの住む地域の環境に関心のあ

る住民がそれに応じて学習に取り組んでいるが,そ れら住民の背

景や意識には様々なものがあることが報告されているのめ。

このような中で,地 域における緑化推進活動を積極的に先導し

ていく真のリーダーとなる人材の育成を行うためには,「 このよ

うに活動してほしい」という行政側の都合だけでなく, リーダー

となることを目指している人材が,各 地域での実生活の中で感じ

ている地域の課題やそこから生まれる問題意識などを背景として

発せられる学習したい内容に対する意向を把握し,そ の両者のベ

ストマッチを探ることが必要である。

しかし,一 般市民を対象とした緑化推進活動やまちづくり活動
への参加意識の高揚を目的とした教育のあり方自体に対する研究

は一部見られるものの,そ の中のリーダー養成に焦点をあてた研

究は前述の報告以外見あたらず,そ れらの報告はいずれも標本の

数が少なく受講の動機などについて定量的な分析が行われていな ちヽ

そこで本論では,兵 庫県が開設した一般市民を対象とした地域

緑化活動のリーダー養成講座の受講希望者に対するアンケートか

ら,彼 らの背景と学習希望内容を数量的に明らかにすることによ

り, どのような対象者にどのような教育を行っていくのが効果的

か, という指導者養成教育のあり方検討の基礎的資料を得ようと

するものである。

2 研 究の方法

本研究は,地 域における緑化活動の指導者養成講座の受講希望

者の意識等を数量的に明らかにしようとするものであり,以 下の

ようなアンケート調査結果を分析することにより行った。

(1)調査対象

アンケート調査の対象は,兵 庫県立淡路景観園芸学校において

平成 11年 4月 に開設された 「花と緑のまちづくり指導者養成講

座」の前期 「花と緑のまちづくリプログラム」(以下 「前期プロ

グラム」,定 員 80名 [40名×2ク ラス])の 受話を希望してきた
一般市民のうち,抽 選で受講が決定した80名 を除く345名であ

る。(ここで受講決定者80名を除くのは,調 査時点が後述するよ

うにこの講座の教育が既に進んでいる平成 11年 7月 であり, ア

ンケートの回答にこの教育内容が影響することが考えられるため,

この講座の教育による影響のない人の意識を調査するためである。)

同講座は,「ボランティア精神や地域づくりのリーダーシップ,

コミュニケーションカを育み, コミュニティーにおける環境の美

化や園芸普及の担い手として,花 と緑の地域づくりをひろげるた

めの人材育成」を目的としており
4),受
講資格は兵庫県内に在住,

在勤,在 学する者である。また同講座は,前 期 (4月 から9月 )

の 「花と緑のまちづくリプログラム」と後期 (10月から翌年 3

月)の 「花と緑の地域づくリプログラム」からなり,両 方のプロ

グラムを修了した者には 「まちづくリガーデナー」という称号が

授与される。前期プログラムは,表 -1の ようなカリキュラムで

構成され,毎 月 1回 2泊 3日の授業 ・実習が, 5ケ 月間にわたっ

て実施される。この授業 ・実習は,一 部現地見学等を除いてすべ

て淡路景観園芸学校内で実施され,受 講には 13,200円の受講料

(前期分)と 宿泊等の費用を要する。

講座開設および前期プログラムの受講生募集の周知は, このよ

うな内容を簡単にまとめたチラシ8,000枚の配布(県内関係機関

の窓口に配置),県 の広報,市 町の広報への掲載及び一部マスコ

ミによる報道(公関講座等を特集したコーナー)を通じて行われた。

今回この講座の受講希望者を調査対象としたのは,受 講希望者

が多く定量的分析に適していたこと,相 当の受講時間と受講費用

の設定にも関わらず受講を希望してきた者は,花 や緑について強

い関心や学習意欲のある者と捉えることができ,高 い意識を持っ

て活動をリードしていくことが必要な 「指導者」の養成という教

育内容を検討する上において適当な資料と考えられること,か ら

である。

(2)調査方法

・
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同じく男性のうち,50歳 代以上で, すでに地域のまちづくり

活動やその他の社会活動に参加経験を持っている層では,そ こで

の経験から課題意識を持っており,具 体的にその活動をより良い

ものにしていくために必要なことことを学びたいとしている。こ

のグループの人数も後述する園芸知識以外の具体的目的意識の定

まっていないグループほどではないが,か なり多くなっている。

各種世論調査では,「退職者層では職業人としての立場より地

域人としての立場を重視して考える傾向が強い」
7)ぁ
るいは「中年

世代以降のポランティア課題への参加割合が高くなっている」
8)と

いう結果があるが, このような場面でもこの傾向が表れているも

のと思われる。

また, これらより若い40歳代を中心としたグループで,講 座

で教えてもらえるいろいろな知識 ・技術をこれからの仕事に活か

していくことが関心の中心となっているものがあるが,人 数的に

は他のグループより少なくなっている。この年代は,い わばまだ

働き盛りであり,地 域社会への関心よりも仕事への関心が高いも

のと推察される。

これ以外に上記のどれにも属さない園芸に関する技術 ・知識の

習得以外に具体的な目標が明確でないグループがある。これは

45歳代以降の各階層に一定数が存在しており, このグループに

属する人数は男性では2番 目となっている。

(2)女性

女性でも男性同様に,ま ちづくり活動等への関心を持ちそれヘ

の参加のきっかけづくりをしようと受講を希望するグループがあ

るが, これは30歳代からあらわれはじめ,男 性より少し早く50

歳代で急激に増え,人 数も男性同様最も多い。

同じ年齢層で地域での活動経験を踏まえて具体的に課題解決の

方策を学ぼうとするグループがあるが,女 性の場合も単に園芸の

知識技術を習得しようとするグループよりも少ない。

男性同様これ以外に上記のどれにも属さない園芸に関する技術・

知識の習得以外に具体的な目標が明確でないグループがあり, こ

れは20歳代から存在しており, このグループに属する人数も男

性同様 2番 目となる。

なお,女 性では上記のグループについて在職者か退職者かある

いは家事に専念していたかでは大きな違いは表れなかった。これ
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4 結 論

今回,兵 庫県の 「花と緑のまちづくり指導者養成講座」という

限られた対象ではあったが,緑 化活動やまちづくり活動の指導者

養成講座に対して強い関心を持っている住民には,そ の属性によ

りいくつかのタイプにグループ化されること,そ のタイプ分けさ

れたグループによって特に重点的に習得したいと考えている内容

が異なること,が わかった。

特に,生 活の基盤が 「職場」から「地域」へ移る 「定年」周辺

世代の中にかなりの割合で,「花や緑を地域へ入っていくための

ッールとして活用し,地 域でのアイデンティティーを確認しよう

としている人」や既に活動に取り組む中で課題を認識して 「その

課題を解決してさらにその活動を活性化させようとしている人」

が存在していることが浮き彫りになった。さらに,そ れらのグルー

プは花や緑を育てる知識 ・技術の習得もさることながら,む しろ

それらをどう活かして地域活動に入っていくのか,そ の活動を活

性化させるにはどうしたらいいのかというところに学習の関心点

があることがわかった。
一方これとは対照的に, これらより年齢的に若い世代で地域よ

り仕事への関心が高いグループ,世 代を問わず園芸に関する技術・

知識の習得以外に具体的な目標が明確でないグループ,となるにし

たがって重点的に習得したい内容も 「個人的に花や緑に関わるこ

と自体が主眼の学習項目」が中,とヽとなる傾向があることがわかった。

他の調査等でも,50歳 代以降の世代は, ボランティアで地域

での活動に取り組もうとする意識が強い, とされており,彼 らの

意識を的確に捉えた教育を行えば,住 民主体の緑化活動等をより
一層活性化させる核的人材を効果的に育成できる可能性を秘めて

いるものと思われる。住民参加によるまちづくりの重要性が叫ば

れているが,そ れを実現していく上で重要な住民の中のリーダー

養成のための教育活動を実効あるものにするためには, このよう

な視点から現行の教育内容をレビューしてみて・教育活動のあり

方を検討していく必要がある。
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Summary:In order tO stimulate voluntary action by local residents tow′ards greenery improvernent, there is a need fOr
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the applicant's reasons and the prOgrana contents seeln to have a Fixed pattern, a feature M′hich is most obvious H′hen

iooking at the lnale applicants in the retirement age grouping

」JILA 63(5), 2000


